
い
わ
ゆ
る
「
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
」
を
通
し
て

観
た
『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
の
文
体
志
向

〝
発
病
″
を
表
す
動
詞
句
「
病
ヲ
受
ク
」

「
病
付
ク
」
の
分
布
の
偏
り
が
意
味
す
る
も
の
1

青

　

木

　

　

　

　

毅

る
。

一
、
は
じ
め
に

『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
が
、
①
出
典
に
左
右
さ
れ
て
い
る
文
体
と
、
①
出

典
に
左
右
さ
れ
な
い
撰
者
自
身
の
文
体
と
の
二
層
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
の
出
典
に
左
右
さ
れ
て
い
る
文
体
に
つ
い
て
は
、
大
坪
併
治
博
士
・
山
田

巌
氏
・
堀
田
要
治
氏
・
峰
持
明
博
士
・
桜
井
光
昭
氏
・
松
尾
拾
氏
・
佐
藤
武
義

氏
ら
の
御
研
究
に
よ
り
、
巻
二
十
を
境
と
し
て
前
半
は
漢
文
訓
読
調
が
強
く
後

半
は
和
文
調
が
強
い
こ
と
、
本
朝
仏
法
部
を
中
心
と
し
て
変
体
漢
文
の
影
響
が

（1）

見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
◎
の
出
典
に
左
右
さ
れ
な
い
撰
者
自
身
の
文
体
に
つ
い
て
は
、
山
口

佳
紀
博
士
・
遠
藤
好
英
氏
・
山
口
仲
美
博
士
・
松
城
俊
太
郎
氏
ら
の
御
研
究
に

よ
り
、
撰
者
自
身
の
文
体
の
存
在
が
具
体
的
に
突
証
さ
れ
、
そ
の
内
実
が
多
か

れ
少
な
か
れ
変
体
漢
文
に
関
わ
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

（2）

に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
諸
氏
に

よ
っ
て
様
々
な
分
析
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
成
果
も
着
実
に
挙
が
っ
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
な
お
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

、
い
わ
ゆ
る
「
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
」
の
内
実
が
明
ら
か
で
な
い
こ

と
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
が
出
典
に
左
右
さ
れ
る
一
面
を
有
し
て
い
る

こ
と
、
と
り
わ
け
、
巻
二
十
を
境
と
し
て
前
半
は
漢
文
訓
読
調
が
強
く
後

半
は
和
文
調
が
強
い
と
い
う
事
象
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
多
く
の
言
を
費

や
す
必
要
も
な
く
、
現
在
で
は
、
通
説
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
が
前

半
と
後
半
と
で
漢
文
訓
読
調
と
和
文
調
と
の
交
替
を
示
す
要
因
に
つ
い
て

は
、
巻
二
十
以
前
に
は
漢
文
や
変
体
漢
文
を
出
典
と
す
る
説
話
が
多
く
、
巻

二
十
二
以
後
に
は
仮
名
文
や
仮
名
交
り
文
を
出
典
と
す
る
説
話
が
多
い
た

め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』
の

文
体
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
出
典
に
左
右
さ
れ
て
い
る
の
か
、
換

言
す
れ
ば
、
出
典
の
文
体
の
影
響
か
ど
の
よ
う
な
形
で
『
今
昔
物
語
集
』

に
現
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
十
分
明
ら
か
に
さ
れ

な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
は
、
従
来
の
方
法
か
、
漢
文
訓
読
特
有

語
・
和
文
特
有
語
と
い
っ
た
あ
ら
か
じ
め
性
格
の
規
定
さ
れ
た
語
に
つ
い



て
、
『
今
井
物
語
集
』
内
部
に
お
け
る
分
布
状
況
を
調
査
す
る
と
い
う
、

い
さ
さ
か
表
面
的
な
統
計
処
理
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
ほ
、

こ
れ
ま
で
、
出
典
に
左
右
さ
れ
な
い
『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
の
文
体
の
性

格
を
明
ら
か
に
す
る
手
段
と
し
て
採
ら
れ
て
き
た
、
出
典
文
献
と
の
比
較

（3）

と
い
う
方
法
が
、
ま
ず
第
一
に
通
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

2
、
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
と
出
典
に
左
右
さ
れ
な
い
撰
者
自
身
の
文
体

と
の
関
係
が
明
確
で
な
い
こ
と
。

出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
に
関
す
る
研
究
と
出
典
に
左
右
さ
れ
な
い
撰

者
自
身
の
文
体
に
関
す
る
研
究
と
は
、
こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
進

め
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
り
、
両
文
体
が
い
か
な
る
関
係
を
有
し
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体

と
い
う
も
の
が
、
あ
た
か
も
『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
の
文
体
で
は
な
い
か

の
如
く
に
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
出

典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
」
と
い
う
も
の
は
、
必
ず
し
も
出
典
の
文
体
が
そ

の
ま
ま
現
れ
て
い
る
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
『
今

昔
物
語
集
』
撰
者
の
文
体
を
通
し
て
生
み
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
今
昔
物
語
集
』
撰

者
の
表
現
行
為
の
所
産
と
見
放
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
の
文
体
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
と
出
典
に
左
右
さ
れ
な
い
文
体
と
の
両
面
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
考
察
し
、
そ
の
考
察
結
果
を
統
一
的
に
解
釈
し
て
ゆ

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

近
年
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
研
究
に
お
い
て
は
、
出
典
に
左
右
さ
れ
な

い
撰
老
自
身
の
文
体
の
内
実
が
何
如
様
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
関
心
の
中
心

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
如
上
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
出

典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
に
つ
い
て
も
、
右
に
述
べ
た
如
く
、
残
さ
れ
た
課
題
は

今
な
お
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
「
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
」

の
方
に
注
目
目
し
、
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
察
を
行

な
う
こ
と
に
よ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
の
文
体
の
性
格
を
解
明
す
る
糸
口

を
模
索
し
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
今
回
の
考
察
に
お
い
て
は
、
出
典
に
左
右
さ
れ
た
結
果
と
し
て
『
今

昔
物
語
集
』
内
部
に
お
け
る
分
布
状
況
に
著
し
い
偏
り
の
見
ら
れ
る
、
「
病
ヲ

受
タ
」
「
病
付
ク
」
と
い
う
〝
発
病
″
を
表
す
類
義
の
動
詞
句
二
種
を
取
り
上

げ
、
そ
の
分
布
の
偏
り
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
向
で

検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
言
う
〝
発
病
″
と
は
、
〝
病
気
に
か
か

る
″
こ
と
、
す
な
わ
ち
病
気
に
な
っ
た
そ
の
時
点
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
規
定

し
、
今
回
は
、
そ
の
〝
発
病
″
を
直
接
的
に
表
現
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
右
の

（4）

二
種
類
の
動
詞
句
に
限
り
考
察
の
対
象
と
す
る
。

な
お
、
木
考
察
に
お
け
る
対
象
に
つ
い
て
右
の
よ
う
に
細
か
な
限
定
を
加
え

る
の
は
、
本
稿
の
H
目
的
が
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
の
性
格
を
追
求
す
る
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
文
体
を
測
る
指
標
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
同
義
性

を
前
提
と
し
て
扱
い
得
る
表
現
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ

（5）

た
か
ら
で
あ
る
。
〝
発
病
″
に
関
わ
る
類
義
の
語
句
が
、
相
互
に
ど
の
よ
う
な

意
味
上
・
位
相
上
の
関
係
を
右
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、

ま
た
別
途
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。



二
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
病
ヲ
受
ク
」
「
病
付
ク
」
の
使
用
状
況

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病
付
ク
」
と
が
極
め
て
類
似

し
た
意
味
を
担
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
①
～
⑧
の
用
例
等

に
ょ
り
、
容
易
に
推
察
で
き
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

①
本
ノ
妻
ヲ
パ
屈
タ
リ
ケ
ル
畢
一
店
へ
テ
、
男
ハ
今
ノ
莱
ノ
許
二
店
テ
、
惣
テ
本
ノ
妻
ノ
有
り

元
シ
ヲ
モ
不
知
リ
ケ
レ
パ
、
本
ノ
妻
思
琴
丁
有
ル
程
こ
、
不
息
醸
矧
相
。
ケ
リ
。
（
改

行
）
只
有
ッ
ル
ソ
ラ
、
打
撃
ア
準
東
タ
ル
夫
ハ
去
テ
、
物
食
ラ
ム
事
モ
不
知
パ
、
此

杖
彼
緩
一
癌
（
ツ
）
ツ
過
ケ
ル
ニ
、
増
テ
怒
宥
笥
テ
ケ
レ
パ
、
思
ヒ
遺
ル
方
元
ク
、
東

レ
ニ
心
細
ク
思
テ
臥
タ
ル
こ
、
京
ヨ
リ
付
テ
来
ク
リ
ケ
ル
女
ノ
童
只
一
人
ナ
ム
有
ケ
ル
。

（
巻
第
二
十
四
、
第
五
十
）

㊥
此
テ
内
大
臣
モ
身
ヲ
弄
テ
公
ケ
ニ
仕
り
給
フ
事
元
限
シ
。
而
ル
問
、
大
臣
牙
で
矧

受
割
引
給
へ
。
。
（
巻
第
二
十
二
、
第
一
）

＼
③
其
ノ
所
l
㌢
身
上
呵
』
号
悩
ミ
析
7
問
、
弥
ヨ
心
ヲ
至
シ
テ
法
花
経
ヲ
讃
諦
シ
テ
、

忠
テ
片
時
立
離
ル
事
モ
莞
ク
見
ケ
ル
程
こ
、
姫
君
去
無
ク
病
付
テ
、
日
来
航
テ
態
ト

心
地
大
事
二
成
ニ
ケ
レ
パ
、
祈
り
校
ミ
ニ
シ
テ
父
母
歎
ケ
レ
ド
モ
、
遂
二
失
ニ
ケ
レ
パ
、

慈
悲
ピ
ケ
ム
事
、
只
思
ヒ
可
遺
シ
。
（
巻
第
三
十
、
第
六
）

⑦
為
善
ガ
越
中
ノ
守
二
成
テ
下
ケ
ル
時
ニ
、
推
挽
ハ
普
職
ノ
蔵
人
ニ
テ
有
ケ
レ
パ
、
否
具

シ
テ
モ
不
下
ズ
シ
テ
、
叙
爵
シ
テ
後
ニ
ゾ
下
ケ
ル
二
、
惟
規
道
ヨ
リ
薗
ギ
噺
付
タ
リ
ケ
レ
ド

そ
、
然
ト
テ
道
上
可
留
キ
ニ
非
ネ
パ
、
構
テ
下
り
着
妄
り
。
（
巻
第
三
十
一
、
第

廿
八
）

⑧
親
の
越
中
に
な
り
て
く
だ
り
け
る
時
に
、
蔵
人
に
て
え
く
だ
ら
で
、
か
ぶ

り
賜
は
り
て
後
に
罷
り
け
る
に
、
道
よ
り
病
を
う
け
て
い
き
つ
き
け
れ
ば
、

（
『
俊
頼
髄
脳
』
、
用
例
⑦
の
出
典
部
分
）

彼
ノ
夢
ノ
告
ヲ
信
ズ
。
而
ル
ニ
、
琴
病
愈
ル
事
元
㌢
琴
。
（
巻
第
十
三
、
第

三
十
）

④
其
ノ
所
二
籠
屑
丁
、
理
法
花
経
ヲ
讃
諦
シ
、
三
時
ノ
行
法
不
断
㌢
勤
メ
行
フ

間
、
．
身
魂
付
ヌ
。
菓
ヲ
以
テ
療
治
ス
ト
云
㌫
病
愈
ユ
ル
事
元
㌢
弥
ヨ
増
テ
既
ニ

一
死
対
㌍
（
巻
第
十
三
、
第
廿
九
）

⑤
而
ル
問
、
彼
ノ
大
和
ノ
国
ノ
人
ノ
娘
、
形
チ
・
有
様
美
麗
ナ
ル
由
ヲ
侍
へ
闇
テ
、
消

息
ヲ
琴
、
型
慣
借
嵩
㌧
暫
ク
ハ
不
問
入
㌶
サ
攣
云
究
琴
交
母
此
レ
ヲ

合
等
ヶ
共
ノ
後
、
天
限
ク
相
思
テ
棲
ケ
ル
程
二
、
三
年
許
有
テ
、
此
ノ
夫
不
忠
酪

オ
孝
一
．
矧
外
頚
7
、
日
来
椒
ケ
ル
程
こ
、
琴
1
失
樗
（
巻
第
二
十
七
、
第
廿
五
）

⑥
右
近
中
将
ロ
ノ
［
〓
］
ト
云
ケ
ル
人
ノ
、
年
若
ク
形
チ
美
墾
心
へ
可
咲
カ
リ
㌃
ヲ
、

琴
【
取
テ
、
博
繚
ケ
ル
事
無
限
シ
。
姫
君
モ
形
チ
・
有
様
微
妙
カ
リ
ケ
レ
パ
、
互
二
相

用
例
①
は
、
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病
付
ク
」
と
が
文
脈
上
同
一
の
内
容
を
指
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
こ
の
用
例
の
場
合
、
両
著
の
差
異
と
し

て
、
「
病
付
ク
」
　
の
方
が
発
病
し
た
時
点
の
こ
と
を
表
し
、
「
病
ヲ
受
ク
」
の
方

が
〝
病
気
に
な
っ
た
″
と
い
う
事
実
を
説
明
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
る

余
地
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
用
例
◎
の
よ
う
に
、
「
病
ヲ
受
ク
」
の
方
に

も
発
病
し
た
時
点
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

用
例
⑧
④
ほ
、
道
心
深
い
比
叡
山
の
僧
が
日
夜
法
花
経
を
託
詞
す
る
こ
と
を

怠
ら
な
か
っ
た
善
根
に
よ
っ
て
死
し
て
な
お
法
花
経
を
詞
す
る
と
い
う
極
め
て

似
た
内
容
の
説
話
中
の
、
し
か
も
同
様
の
文
脈
に
お
い
て
、
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病

付
ク
」
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

ま
た
、
用
例
⑤
⑥
は
、
説
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
は
全
く
別
の
内
容
の
も

の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
見
目
麗
し
い
男
女
が
結
婚
を
し
相
想
い
な
が
ら
生

活
し
て
い
る
う
ち
に
片
方
が
病
気
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
同
様
の
文

脈
に
お
い
て
、
「
病
ヲ
受
ク
」
ま
た
は
「
病
付
ク
」
が
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、
同
様
の
文
脈
中
に
用
い
ら

れ
て
い
る
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病
付
ク
」
の
用
例
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

更
に
、
用
例
中
に
点
線
に
て
示
し
た
よ
う
に
、
「
重
キ
病
ヲ
受
ク
／
病
付
ク
」

「
身
二
病
ヲ
受
ク
／
病
付
タ
」
　
と
い
っ
た
構
文
上
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
の
み

な
ら
ず
、
「
不
思
懸
ズ
病
ヲ
受
ク
／
病
付
ク
」
　
と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
も
、
〝
突
発
的
に
病
気
に
か
か
る
〟

と
い
う
共
通
の
意
義
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
表
①
）

右
の
こ
と
か
ら
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病
付
ク
」

と
は
、
極
め
て
類
似
し
た
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
用
例
⑦
⑧
の
よ
う
に
、
『
今
北
‖
物
語
集
』
に
お
け

る
「
病
付
ク
」
　
に
対
応
す
る
出
典
文
献
の
当
該
箇
所
が
「
病
を
う
く
」
と
な
っ

て
い
る
例
の
存
す
る
こ
と
か
ら
も
、
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病
付
タ
」
と
に
つ
い
て
『
今
昔
物
語

集
』
に
お
け
る
巻
別
分
布
を
調
査
す
る
と
、
次
掲
の
表
①
の
よ
う
に
な
る
。

病病∴付

ク

ヲ
受

ク

1

5 2

1 3

4 4

」 旦L 1 5

1 1 6

1 0 7

　／ 　／ 81 0 9

6 1 0

1 1 1

5 1 2

2 8 1 3

1 5 14

1 6 1 5

4 1 6

1 1 3 1 7

　／ 　／ 185 1 9

1 7 2 0

6 11 2 小 計

　／ 　／ 211 2 2

2 3

4 3 2 4

1 2 5

2 2 6

2 2 2 7

1 2 8

2 2 9

2 30

4 1 3 1

1 6 9 小 計

22 12 1 合 計

（
注
記
）
　
巻
五
の
「
病
付
タ
」
の
棚
に
示
し
た
一
例
と
は
、
「
付
．
ル
痢
ハ
不
失
．
物
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
る
と
、
「
病
ヲ
受
ク
」
は
、
前
半
に
集
中
し
て
現
れ
て
お
り
、

後
半
に
な
る
と
急
激
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
病
付
ク
」
　
は
、
前
半

で
は
い
く
つ
か
の
巻
に
一
～
二
例
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
後
半
に
な
る

と
次
第
に
増
加
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
布
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う

な
、
漢
文
訓
読
語
・
和
文
語
と
い
う
文
体
上
二
形
対
立
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ

る
用
語
の
分
布
状
況
と
極
め
て
似
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
よ
う
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
漢
文
訓
読
語
「
甚
ダ
」
と
和
文
語
「
糸
」

（6）

の
分
布
状
況
（
次
頁
の
表
◎
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
表
◎
の
よ
う
な
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
用
語
の
分
布
の
偏
り
が
、

出
典
に
左
右
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
す
る
従
来
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
表
①
に

見
ら
れ
た
「
病
ヲ
受
タ
」
と
「
病
付
タ
」
の
分
布
の
偏
り
に
つ
い
て
も
亦
、
出
典

に
左
右
さ
れ
た
結
果
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
「
出
典
に
左
右
さ
れ
る
」
と
い
う
言
い
方
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
出
典
の
表
現
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
出
典
の
文
体
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
必
ず
し
も
明
確
で
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
出
典
文
献
と
の
比
較
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
病



ヲ
受
ク
」
と
「
病
付
ク
」
と
が
出
典
の
表
現
を
踏
奥
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
否
か

と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

三
、
出
典
文
献
と
の
比
較

こ
こ
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
ま
た
は
出
典
に
準
ず
る
も
の
と
判
断
し

て
取
り
上
げ
る
文
献
は
、
次
掲
の
二
十
文
献
で
あ
る
。
以
下
、
『
今
昔
物
語
集
』

の
「
出
典
」
ま
た
は
「
出
典
文
献
」
と
言
え
ば
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
そ
の

二
十
文
献
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

注
好
選
（
東
寺
観
智
院
本
）
二
二
宝
感
応
要
略
録
（
大
蔵
経
）
・
冥
報
記
（
前

田
本
）
・
大
店
大
藩
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
（
興
福
寺
本
）
・
弘
賛
法
華
伝
（
大

蔵
経
）
・
孝
子
伝
（
船
橋
本
）
・
日
本
霊
異
記
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・

法
華
験
記
（
日
本
思
想
大
系
）
・
日
本
往
生
極
楽
記
（
天
理
本
）
・
江
談
抄

（
江
談
抄
研
究
会
編
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
』
昭
幻
、
武
蔵
野
書
院
）
・
将

門
記
（
其
福
寺
本
）
・
三
宝
絵
詞
（
前
田
本
）
・
俊
頼
髄
脳
（
日
本
歌
学
大

系
）
・
伊
勢
物
語
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
古
今
和
歌
集
・
後
拾
遺
和
歌

集
・
遣
信
楽
・
元
輔
集
（
以
上
新
編
国
歌
大
観
）
・
宇
治
拾
追
物
語
（
桜
井

光
昭
『
酷
軍
治
拾
退
物
語
』
平
成
元
、
武
蔵
野
書
院
）
・
古
本
説
話
集
（
梅

沢
木
）

な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
出
典
に
準
ず
る
も
の
」
と
は
、
同
文
性
の
強
い
同
話

の
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
や
『
古
本
説
話
集
』
に

含
ま
れ
て
い
る
一
部
の
説
話
を
指
す
。
そ
れ
ら
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら

れ
る
同
文
性
の
説
話
と
共
通
の
母
胎
か
ら
発
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
共
通
母
胎
と
な
っ
た
文
献
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
や
『
古
本
説
（7）

話
集
』
の
よ
う
に
和
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
き
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
や
『
古
本
説
話
集
』
は
、
母
胎
の
和
文
体
を

継
承
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
を
「
出
典
に

準
ず
る
も
の
」
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
。

さ
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
「
病
ヲ
受
ク
」
が
一
二
一
例
「
病
付
ク
」
が

二
二
例
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
出
典
の
判
明
し
て
い
る
説
話
に
は
、
「
病

ヲ
受
ク
」
が
七
〇
例
「
病
付
タ
」
が
四
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
出
典

文
献
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
型
に
分
類
・
整
理
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

い
出
典
文
献
に
当
該
表
現
が
見
出
さ
れ
る
場
合

例
え
ば
、



④
痴
庭
二
年
ト
云
7
年
、
身
1
－
重
病
ヲ
受
テ
、
辛
苦
悩
乱
シ
テ
既
四
十
除
目
ヲ
経

ク
リ
、
遂
悶
絶
シ
テ
死
ヌ
。
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
六
、
第
廿
四
）

⑲
顕
慶
二
年
。
到
到
矧
経
四
十
除
目
。
昏
乱
悶
絶
而
死
。
（
『
三
宝
感
応
要
略

り
賜
は
り
て
後
に
罷
り
け
る
に
、
道
よ
り
病
を
う
け
て
い
き
つ
き
け
れ
ば
、

（
『
俊
頼
髄
脳
』
二
一
四
頁
）

録
』
巻
上
、
第
二
十
六
）

「
⑳
年
七
ッ
八
ッ
許
有
ケ
ル
男
子
ノ
形
チ
厳
カ
リ
ケ
レ
パ
、
極
ク
悲
ク
愛
シ
思
ケ
ル
が
、
日
来

一
頃
丁
基
元
ク
シ
テ
失
セ
ニ
ケ
レ
パ
、
貫
之
、
元
限
り
此
ヲ
歎
ヰ
泣
ヰ
迷
テ
・
矧
相
許
忠

一
焦
ケ
ル
程
。
、
月
来
。
成
。
ケ
レ
パ
、
任
ハ
畢
ミ
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
型
一
十

一
四
、
第
四
十
三
）

の
如
く
、
出
典
文
献
に
存
す
る
表
現
（
「
得
病
」
「
病
を
う
け
」
）
を
『
今
昔
』
撰

者
が
「
病
ヲ
受
ク
」
ま
た
は
「
病
付
タ
」
に
改
め
た
と
見
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

⑤
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い

例
え
ば
、

⑰
其
後
、
智
光
、
身
上
病
ヲ
受
テ
死
声
。
房
一

一
不
ザ
ル
間
、
十
日
ヲ
経
テ

⑳
七
八
ば
か
り
の
子
の
、
え
も
い
は
ず
お
か
し
げ
な
る
を
、
か
ぎ
り
な
く
か

な
し
う
し
け
る
が
、
と
か
く
わ
づ
ら
ひ
て
、
矢
に
け
れ
ば
、
泣
ま
ど
ひ
て
、

蘇
テ
、
弟
子
等
孟
甲
ヱ
石
タ
、
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
一
、
第
二
）

シ

ハ

ラ

ク

　

　

　

　

コ

ト

⑬
智
光
■
忽
死
．
依
遺
言
．
不
整
葬
．
十
日
得
蘇
．
告
弟
子
等
二
苧
（
『
日

本
往
生
極
楽
記
』
二
）

や
ま
ひ
づ
く
ば
か
り
思
ひ
こ
が
る
ゝ
程
に
、
月
ご
ろ
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
（
『
宇

〓
・
了
）

治
拾
遺
物
克
巳
一
二
－
一
三
）

の
如
く
、
出
典
文
献
に
存
す
る
表
現
　
（
「
受
重
病
」
「
や
ま
ひ
っ
く
」
）
　
を
『
今

昔
』
撰
者
が
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

は
出
典
文
献
に
当
該
表
現
が
見
出
さ
れ
な
い
場
合

㊥
別
の
表
現
が
対
応
す
る

例
え
ば
、

の
如
く
、
出
典
文
献
に
な
い
「
病
ヲ
受
ク
」
（
「
病
付
タ
」
に
つ
い
て
は
⑥
の
場
合

は
見
ら
れ
な
い
）
を
『
今
昔
』
撰
者
が
付
け
加
え
た
と
見
ら
れ
る
場
合
で
あ
る

（
一
印
は
該
当
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
し
て
い
る
）
。

⑥
対
応
す
る
表
現
が
存
す
べ
き
文
脈
が
存
し
な
い

例
え
ば
、

（
マ
マ
）

♂
亦
、
其
寺
ノ
嘩
壷
タ
ル
枢
有
ケ
リ
、
極
メ
テ
須
㌢
二
人
ノ
男
子
ケ
リ
。
共
二
出
家

シ
テ
僧
ト
成
レ
リ
、
比
叡
ノ
山
ノ
僧
也
。
兄
ヲ
パ
繹
静
ト
云
フ
、
弟
ヲ
パ
延
叡
ト
云
。

⑳
而
ル
問
、
嶋
下
ノ
郡
ノ
昧
木
ノ
里
至
テ
、
忽
チ
身
二
病
ヲ
受
ク
リ
。
（
『
今
昔
物
語

集
』
巻
第
二
十
、
第
升
八
）

⑭
終
到
嶋
下
郡
味
木
星
　
忽
矧
珂
（
『
日
本
霊
異
記
』
巻
上
、
堅
一
十
七
）

⑮
為
善
ガ
越
中
ノ
守
二
成
テ
下
ケ
ル
時
二
惟
規
ハ
営
職
ノ
蔵
人
ユ
テ
有
ケ
レ
パ
、
否
具

シ
テ
モ
不
下
ズ
シ
テ
、
叙
爵
シ
テ
後
ニ
ゾ
下
ケ
ル
ー
て
　
惟
規
道
ヨ
リ
重
ヰ
病
付
ク
リ
ケ
レ

ド
そ
、
然
ト
テ
道
二
可
留
キ
ニ
非
ネ
パ
、
構
テ
下
り
着
ニ
ケ
リ
。
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻

第
三
十
一
、
第
廿
八
）

（
改
行
）
而
ル
。
、
共
、
寡
l
㌢
身
。
重
ヰ
病
ヲ
受
タ
リ
、
日
来
、
悩
ミ
煩
ヒ
テ
遂

二
死
ヌ
。
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
五
、
第
廿
こ

⑳
寺
過
有
一
貧
女
．
而
寄
居
臭
．
有
繭
男
子
．
焉
天
台
倍
．
兄
日
韓
静
∵
弟

日
延
叡
．
其
母
●
郎
世
．
（
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
　
二
一
）

⑲
親
の
越
中
に
な
り
て
く
だ
り
け
る
時
に
、
蘇
人
に
て
え
く
だ
ら
で
、
か
ぶ

の
如
く
、
出
典
文
献
に
な
い
　
「
病
ヲ
受
ク
」
を
含
む
文
脈
　
（
「
病
付
ク
」
に
つ
い

て
は
㊥
の
場
合
は
見
ら
れ
な
い
）
を
『
今
昔
』
撰
者
が
書
き
加
え
た
と
見
ら
れ

る
場
合
で
あ
る
（
●
印
は
該
当
す
る
文
脈
が
存
す
べ
き
箇
所
を
示
し
て
い
る
）
。

以
上
の
よ
う
な
分
煩
に
従
っ
て
出
典
文
献
と
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
次
掲



の
表
◎
の
如
く
な
る
。

（
表
⑨
）

′ヽ
lコ

（
注
記
）
　
「
病
，
受
ク
」
の
「
‖
出
典
ニ
ア
リ
」
の
欄
に
お
け
る
r
法
華

験
巨
の
一
〇
例
中
に
は
、
出
典
文
献
（
r
法
華
験
記
し
）
に
お
い
て
、

（
l
）

「
ウ
ク
」
を
表
記
す
る
漢
字
が
「
請
」
字
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、

（
ク
ケ
ト
ル
）

．
「
受
タ
」
に
対
応
す
る
部
分
が
「
受
取
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
。
仮
に
、
そ
れ
ら
を
「
病
，
受
タ
」
と
は
一
致
し
な
い

例
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
日
に
該
当
す
る
も
の
（
字
観
や
表
現
の
構

成
要
素
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
も
の
）
は
、
わ
ず
か
五
例
と
な

（9）
る
。

こ
の
裏
に
よ
れ
ば
、
出
典
文
献
に
存
す
る
表
現
を
『
今
昔
』
撰
者
が
そ
の
ま7

ま
取
り
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
「
病
ヲ
受
タ
」
が
七
〇
例
中
二
例
（
L

O

 

l

％
）
、
「
病
付
ク
」
が
四
例
中
一
例
　
（
5
．
％
）
で
あ
っ
て
、
意
外
に
少
な
い
こ
と

2

が
知
ら
れ
る
。

二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
病
ヲ
受
タ
」
　
は
巻
二
十
以
前
に
集
中
し
て
現
れ
、

「
病
付
ク
」
　
は
巻
二
十
二
以
後
に
集
中
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

分
布
の
偏
り
は
、
出
典
に
左
右
さ
れ
た
結
果
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

予
想
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
表
⑨
よ
り
知
ら
れ
る
限
り
で
は
、
出
典
の
表
現
に

影
響
さ
れ
て
そ
れ
を
踏
袈
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
む

し
ろ
、
『
今
昔
』
撰
者
が
独
自
に
用
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
の
方
が
よ
り

多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
出
典
文
献
に
存
す
る
表
現
を
『
今
昔
』
撰
考
か
「
病
ヲ
受
ク
」
ま

た
ほ
「
病
付
ク
」
に
改
め
た
と
見
ら
れ
る
個
の
㊥
の
場
合
が
最
も
優
勢
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
「
病
ヲ
受
ク
」
　
「
病
付
ク
」
の
使
用
に
関
す

る
『
今
昔
』
撰
者
の
積
極
的
な
表
現
行
為
と
い
っ
た
も
の
を
伺
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
「
病
付
タ
」
に
関
し
て
は
、
出
典

判
明
話
に
お
け
る
用
例
数
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
そ
の
解
釈
に
は
慎
重
を
要

す
る
）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
二
の
表
①
に
見
ら
れ
た
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病

付
ク
」
　
と
の
分
布
の
偏
り
は
、
出
典
に
左
右
さ
れ
た
結
果
を
示
し
て
い
る
と
一

応
は
予
想
さ
れ
た
も
の
の
、
単
純
に
出
典
の
表
現
を
『
今
昔
』
按
者
が
そ
の
ま

ま
路
盤
し
た
結
果
を
反
映
し
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

因
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
（
受
病
）
」
「
ヤ
マ
ヒ
ツ
ク

（
病
付
）
」
の
位
相
的
考
察



三
で
の
検
討
に
よ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
「
病
ヲ
受
ク
」
「
病
付
ク
」

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
出
典
の
表
現
が
与
え
た
影
響
は
意
外
に
小
さ
く
、
む
し

ろ
、
『
今
昔
』
撰
者
の
積
極
的
な
表
現
行
為
に
か
か
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
、
「
病
ヲ
受
ク
」
と
「
病
付
ク
」
と
の

分
布
が
前
半
と
後
半
と
で
交
替
す
る
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次

に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
半
は
漢
文
訓
読
調
が
強
く
後
半
は
和
文
調
が
強
い

と
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
文
体
と
の
関
わ
り
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
項
で
は
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
　
（
受
病
）
」
と
「
ヤ
マ
ヒ
ッ
ク
　
（
病

付
）
」
と
が
ど
の
よ
う
な
位
相
（
文
体
）
的
性
格
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

〔
一
〕
国
語
文
に
お
け
る
検
討

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
国
語
文
に
お
け
る
使
用
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
資
料
と
し
て
は
、
平
仮
名
で
書
か
れ
た
和
文
の
代
表
と
し
て
、
物
語
・
日

（10）

記
・
随
筆
な
ど
の
仮
名
文
学
作
品
を
取
り
上
げ
、
ま
た
、
漢
字
の
み
で
書
か
れ

（
〓
）

た
和
化
漢
文
の
代
表
と
し
て
、
公
卿
日
記
を
中
心
と
す
る
古
記
録
を
取
り
上
げ

る
こ
と
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に
お
け
る
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」
「
ヤ
マ
ヒ
ツ
ク
」

の
具
体
例
と
そ
の
出
現
状
況
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
和
文
（
仮
名
文
学
作
晶
）

「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」

㊧
「
御
い
き
ざ
し
な
ど
い
と
く
る
し
げ
な
る
を
、
い
と
ふ
ぴ
ん
な
る
わ
ざ
か

な
と
お
も
ひ
し
に
、
風
の
御
簾
を
ふ
き
あ
げ
た
り
L
は
ざ
ま
よ
り
み
い
れ

ず
、
こ
と
の
ほ
か
に
不
党
に
な
り
給
に
け
り
と
見
え
な
が
ら
、
な
が
か
る

べ
き
こ
と
ゞ
も
の
た
ま
ひ
し
な
ん
、
あ
ほ
れ
な
り
し
」
と
こ
そ
、
の
ち
に

か
た
り
た
ま
ひ
け
れ
。
（
『
大
鏡
』
第
四
巻
「
右
大
臣
道
兼
」
、
小
野
宮
右

大
臣
実
資
の
圃
）

「
ヤ
マ
ヒ
ッ
ク
」

㊨
そ
の
か
へ
た
惇
け
蔽
い
「
い
と
う
れ
し
う
と
ひ
た
ま
へ
る
こ
と
。
あ
さ
ま

や
ま
ひ

し
う
か
ゝ
る
病
も
つ
く
も
の
に
な
む
あ
り
け
る
」
と
て
、
（
『
大
和
物
蒐
巴

百
七
十
、
回
）

つ

ん

　

ね

そ

ろ

や

ま

ひ

　

　

　

　

　

＜

し

く

∨

⑳
そ
の
罪
に
、
恐
し
き
病
ツ
き
て
、
ほ
と
ほ
と
敷
い
ま
す
か
リ
。
（
『
宇
津
保

物
臣
　
「
藤
原
の
君
」
、
圏
）

＠
古
穐
大
納
言
の
君
よ
と
と
も
に
も
の
を
お
も
ひ
っ
ゝ
や
封
っ
訓
d
っ
剖
ほ
か
な

く
な
り
た
ま
ひ
に
し
あ
り
さ
ま
を
き
こ
え
い
て
ゝ
な
く
こ
と
か
き
り
な
し

（
『
源
氏
物
語
』
「
は
し
姫
」
、
画
一
）

ひ

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

㊧
姫
君
も
た
ゞ
め
で
た
く
、
う
つ
く
し
き
人
の
見
ま
ほ
し
く
懸
し
か
り
つ
る

に
や
ま
ひ
l
も
b
レ
危
ト
l
し
そ
あ
り
け
れ
、
（
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
巻
一
、
画
一
）

ね
・
も
や
ま
ひ
な

⑳
「
物
思
ひ
に
病
の
つ
き
て
、
亡
く
な
り
ぬ
る
」
と
な
ん
、
う
け
た
ま
は
る

（
『
狭
衣
物
試
巴
巻
三
、

わ

か

　

い

ま

㊥
中
宮
の
若
宮
、
今
宮
、

に
、
す
べ
て
ず
ち
な
う

ー
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
　
つ
ゞ

も
つ
き
、
御
命
も
縮
め

な
」
、
圏
）

扇

一

㌢

　

　

　

ご

と

　

ひ

か

い

さ
し
槽
き
て
月
日
の
如
く
に
て
光
り
出
で
給
へ
る

い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
封

、
「
今
は
か
う
に
こ
そ
」
と
お
ぼ
し
つ
る
に
御
病

て
け
る
に
や
。
（
『
栄
花
物
云
巴
巻
第
八
「
は
つ
は

⑳
い
ま
の
み
か
ど
・
春
宮
さ
し
つ
ゞ
き
て
む
ま
れ
さ
せ
給

し
か
は
、
さ
ば
か
り
お
も
き
や
ま
ひ
を
う
け
と
り
た
ま
ひ
て
け
れ
ば
、
い

か
て
か
は
御
い
ろ
も
た
が
ひ
て
、
き
ら
ゝ
か
に
お
は
す
る
人
と
も
お
ぼ
え

に
し
か
は
、
よ
を

（
マ
マ
）

お
ぼ
し
く
づ
を
れ
て
、
月
ご
ろ
御
や
ま
ひ
も
つ
か
せ
た
ま
て
、
究
弘
七
年

正
月
廿
九
日
、
う
せ
さ
せ
給
に
し
ぞ
か
し
。
（
『
大
鏡
』
第
四
巻
「
内
大
臣



⑳
か
た
み
に
と
ゞ
ま
り
枯
女
へ
る
姫
君
に
、
ひ
き
別
れ
む
串
良
ル
く
、

じ

ん

　

　

　

　

　

　

や

ま

ひ

お
ば
し
わ
づ
ら
ひ
し
は
ど
に
、
そ
の
大
臣
も
、
か
な
し
み
に
病
づ
き
、
い

〓
二
こ

の
ち
た
へ
ず
し
て
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
（
『
と
り
か
へ
ば
や
物
五
巴
上
、

画
百

2
、
和
化
洪
文
（
古
記
銀
）

「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」

⑳
千
時
外
記
安
近
持
来
御
馬
六
十
疋
解
文
、
進
干
上
蜘
之
次
中
云
、
牧
監
多

1

　

〔

差

〕

治
基
回
路
中
受
病
、
仇
着
進
身
代
同
姓
正
墾
云
＼
（
『
九
暦
』
天
慶
元
年

九
月
七
日
）

（
昌
子
内
泉
王
）

㊥
勝
算
檜
都
今
暁
自
官
退
出
、
御
修
法
結
顧
了
退
出
、
矧
矧
問
出
云
＼
（
『
小

右
記
』
長
保
元
年
十
月
五
日
）

㊥
此
間
疾
疫
盛
喝
病
死
不
絶
、
遣
召
之
使
同
曳
血
副
、
被
召
之
者
又
以
卒

去
、
（
『
権
記
』
長
徳
四
年
十
一
月
十
九
日
）

㊨
大
僧
都
永
昭
去
夕
死
去
、
痢
病
矧
之
後
至
千
第
七
日
有
此
災
去
定
、
蒲
（
『
左

経
記
』
長
元
三
年
三
月
廿
二
日
）

㊨
関
前
美
乃
守
知
房
朝
臣
巳
時
許
卒
去
崇
、
（
中
略
）
心
性
甚
直
、
頗
有
文
章
、

矧
矧
之
後
粒
紐
六
倍
日
也
（
『
中
右
記
』
天
永
三
年
二
月
十
八
日
）

㊥
去
夜
牛
許
宇
治
平
等
院
並
法
成
寺
修
理
別
常
法
橋
成
信
死
去
云
＼
此
繭

三
年
有
病
気
上
、
此
免
到
野
方
＼
（
『
殿
暦
』
永
久
五
年
十
一
月
十
一
日
）

「
ヤ
マ
ヒ
ツ
タ
」

（富）

⑳
々
今
任
穐
大
納
言
、
輔
、
而
従
去
永
久
四
年
十
月
飲
水
矧
付
、
此
夏
背
灸
治
、

（
『
中
右
記
』
保
安
元
年
七
月
廿
二
日
）

㊥
従
去
春
比
抽
副
付
キ
近
日
更
辻
、
常
恵
出
来
、
不
能
出
仕
候
、
（
同
右
、

大
治
四
年
K
月
六
日
）

11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10C

遺
隆
」
、
一
国
）

（
拾
）
　
　
　
ひ
め
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

＠
左
京
少
進
中
原
則
光
中
云
、
乗
馬
俄
病
付
、
借
他
馬
之
間
頗
以
混
参
也
、

（
同
右
、
大
治
五
年
四
月
十
二
日
）

（
表
④
）
和
文
に
お
け
る
出
現
状
況

語記



ノゝ
と
り

堤 大

鏡

栄 讃 狭 笠

物

語

浜

口

計

か

へ

中

納
花

岐

典
衣 松

中

堕

冨

ば
lこコ 物 侍 物

や
物
語

物

語 語

日

記 語

物

語

1 1

22 1 7 2 1 1

長中

右

合

計
記記記暦

（
表
⑤
）
和
化
漢
文
に
お
け
る
出
現
状
況

容

記

左

経

記

御

堂

関

自

記

権

記

小

右

記

九

暦

貞

信

公

記

文

献

名

3 4 7 1

ヤ

マ
ヒ
ヲ
ウ
ク

ヤ

マ
ヒ
ツ
ク

右
の
表
①
・
表
⑤
を
参
宕
し
て
容
易
に
気
付
か
れ
る
こ
と
は
、
和
文
に
お
け

る
出
現
状
況
と
和
化
洪
文
に
お
け
る
出
現
状
況
と
が
全
く
逆
の
様
相
を
示
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
文
に
お
い
て
は
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ

ク
」
は
、
『
大
鏡
』
に
一
例
が
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
小

野
宮
右
大
臣
実
資
の
会
話
文
中
に
存
す
る
と
い
う
位
相
上
の
制
約
が
認
め
ら
れ

る
の
に
対
し
て
、
「
ヤ
マ
ヒ
ッ
ク
」
は
、
用
例
数
こ
そ
必
ず
し
も
多
い
と
は
言

い
難
い
も
の
の
、
特
定
の
文
献
に
偏
在
す
る
傾
向
も
な
く
、
比
較
的
広
い
範
囲

の
文
献
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
の
和
化
撰
文
に
お
い
て
は
、
和
文
の

場
合
と
は
逆
に
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」
は
、
比
較
的
広
い
範
囲
の
文
献
に
見
出

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
ヤ
マ
ヒ
ツ
ク
」
は
、
院
政
期
に
成
立
し
た
『
中
右
記
』

に
数
例
が
見
ら
れ
る
の
み
と
い
っ
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
出
現
状
況
の
み
か
ら
、
直
ち
に
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」
と
「
ヤ
マ

ヒ
ッ
ク
」
の
位
相
（
文
体
）
的
性
格
を
認
定
す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
困
難
で

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」
の
方
は
漢
文

10



の
表
現
と
の
関
わ
り
が
濃
厚
で
あ
り
、
一
方
の
「
ヤ
マ
ヒ
ツ
ク
」
は
そ
れ
と
の

関
わ
り
が
希
薄
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

峰
山
圧
明
博
士
は
、
そ
の
著
書
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
6
1
、

東
京
大
学
出
版
会
）
の
中
で
、
「
受
病
（
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
）
」
の
「
受
（
ウ
ク
）
」

と
い
う
動
詞
に
つ
い
て
、
「
そ
の
動
詞
日
放
が
漢
文
訓
詩
語
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
の
用
法
は
、
元
来
漢
文
の
訓
語
と
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
（
五

二
八
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
漢
文
（
乃
至
漢
文
訓
読
文
）
に
お
い
て
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」

や
「
ヤ
マ
ヒ
ッ
ク
」
が
見
出
さ
れ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

〔
二
〕
漢
文
（
乃
至
漢
文
訓
読
文
）
に
お
け
る
検
討

（12）

ま
ず
、
次
に
掲
げ
た
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
を
調
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
ヤ

マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
（
受
病
）
」
　
「
ヤ
マ
ヒ
ツ
ク
（
病
付
）
」
共
に
そ
の
使
用
例
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

小
川
本
頼
経
四
分
律
平
安
極
初
期
点
・
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初

期
点
・
知
恩
院
蔵
大
店
三
蔵
玄
共
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
・
東
大
寺
図
書
館

歳
地
蔵
十
輪
経
元
歴
七
年
点
・
正
倉
院
堅
語
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点
・

石
山
寺
本
妙
法
蓮
華
経
玄
交
淳
祐
古
点
・
正
倉
院
聖
語
蔵
弁
中
辺
論
天
暦
八

年
点
・
石
山
寺
蔵
俳
説
太
子
須
陀
撃
経
平
安
中
期
点
・
石
山
寺
蔵
沙
弥
十
戒

威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
・
石
山
寺
蔵
法
華
経
義
疏
長
保
四
年
点
・
西
大
寺

疎
護
摩
密
記
長
元
八
年
点
・
西
大
寺
本
不
空
掃
棄
神
呪
心
経
覚
徳
二
年
点
・

知
恩
院
蔵
地
蔵
十
輪
経
康
平
三
年
点
・
天
理
大
学
図
書
館
・
国
立
京
都
博
物

館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
伝
平
安
後
期
点
・
兜
木
正
芋
師
蔵
無
量
義
経
平
安
後
期

点
・
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
平
安
後
期
点
・
高
山
専
政
大
眈
虞
退
部
成
仏
経

疏
永
保
二
・
長
治
元
年
点
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
管
見
記
紙
背
文
選
院
政
期
点

・
興
福
寺
本
大
藩
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
承
徳
三
・
永
久
四
年
点
こ
別
田
本
冥
報

記
長
治
二
年
点
・
神
田
本
臼
氏
文
集
天
永
四
年
点
・
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊

儀
軌
永
暦
二
年
点
・
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
点

右
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
〝
発
病
″
を
表
す
表
現
と
し
て
は
、
次
掲
の
用
例

の
如
く
、
「
ヤ
マ
ヒ
ニ
7
7
（
遭
病
）
」
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
（
得
病
）
」
「
ヤ
マ
ヒ
ニ

カ
カ
ル
　
（
嬰
病
）
」
と
い
っ
た
動
詞
句
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ヤ
マ
ヒ
ニ
ア
フ
」

タ

チ

マ

チ

　

　

　

　

　

丁

　

　

　

　

　

　

へ

㊥
若
（
し
）
忽
に
寒
熱
等
の
病
に
遭
フ
て
或
は
一
日
を
経
、
戎
（
は
）
二
日

を
経
　
或
は
復
　
乃
至
〔
於
〕
七
日
を
経
む
（
西
大
寺
本
『
不
空
尉
棄
神

呪
心
経
』
寛
徳
二
年
点
、
6
5
）

「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
」

⑲
彼
床
に
敷
（
く
）
も
の
元
（
く
）
し
て
樹
到
矧
ツ
。
（
小
川
本
屈
経
四

分
律
』
平
安
極
初
期
点
、
乙
巻
・
⑨
1
3
）

「
ヤ
マ
ヒ
ニ
カ
カ
ル
」

力

1

リ

テ

　

　

ヲ

サ

メ

す

㊤
船
の
師
、
身
も
重
病
に
嬰
、
四
－
麓
御
不
、
（
兜
木
正
亨
師
蔵
『
無
量
義
経
』

平
安
後
期
点
、
3
6
2
）

さ
て
、
〔
こ
に
掲
げ
た
表
④
・
表
⑤
の
出
現
状
況
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う

に
、
「
ヤ
マ
ヒ
ッ
ク
」
は
、
和
文
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
漢
文
訓
読
文
に
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
も
強
ち
偶
然
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
は
、
も
と
よ
り
右
に
掲
げ

た
も
の
が
す
べ
て
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
今
回
調
査
し
た
訓
点
資
料
に
は
通

々
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
手
続
き
と
し
て
は
、
中
国
の
漢
文
自
体
に
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」

と
訓
読
し
得
る
と
こ
ろ
の
「
受
病
」
と
い
う
字
面
が
見
出
さ
れ
る
か
否
か
を
調
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査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『
侃
文
親
府
』
を
始
め
、
種
々
の
引
得
・
索
引
類
を
利
用
し
て
用
例
を
検
索

し
た
と
こ
ろ
、
「
受
病
」
と
い
う
字
面
は
、
次
掲
の
如
く
、
『
周
礼
』
　
『
文
選
』

（13）

『
自
氏
文
集
』
と
い
っ
た
文
献
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

⑬
折
目
不
茶
則
及
共
大
橋
也
筋
代
之
受
矧
樹
夫
日
也
老
必
強
強
者
在
内
而
摩
其

筋
夫
筋
之
所
由
瞭
恒
由
此
作
（
『
周
礼
』
巻
四
十
二
、
考
工
記
・
弓
人
）

㊨
新
撃
不
中
膠
之
不
均
則
及
其
大
惰
也
角
代
之
矧
矧
夫
懐
膠
於
内
而
摩
其
角

夫
角
之
所
由
挫
恒
由
此
作
（
『
周
礼
』
巻
四
十
二
、
考
工
記
・
弓
人
）

㊧
是
由
栢
侯
抱
将
死
之
疾
而
恕
扁
釣
之
先
見
以
発
病
之
日
馬
功
矧
之
始
也

（
『
文
選
』
巻
第
五
十
三
、
論
三
、
養
生
論
、
刊
叔
夜
）

㊨
一
年
十
二
月
。
毎
月
有
常
令
。
君
出
臣
奉
行
。
謂
之
捏
金
銃
。
由
立
六
気

順
。
以
遂
萬
物
性
。
時
令
一
反
常
。
生
吏
矧
烈
卿
。
周
漢
培
下
哀
。
王
風

始
不
競
。
又
従
新
見
錯
。
諸
侯
益
強
盛
。
（
『
自
氏
文
集
』
巻
第
二
、
贈
友

詩
五
首
）

用
例
数
と
し
て
は
け
っ
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
い
ず
れ
の
文
献
も
我

が
国
へ
及
ぼ
し
た
影
響
が
小
さ
く
な
い
こ
と
は
、
注
意
し
て
良
い
か
と
思
わ
れ

る
。例

え
ば
、
今
回
の
調
査
で
「
受
病
」
の
用
例
が
見
出
さ
れ
た
文
献
は
、
い
ず

（
〓
）

れ
も
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
遅
く
と
も
九
世
紀
に
は

我
が
国
に
既
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑮
成
語
叶
巻
絹
（
四
、
礼
家
）

貴
報
璽
升
拍
動
鐸
窯
冊
、
惣
集
家
）

旧
下
ノ
二
八
オ
新
四
ノ
二
二
ウ

ま
た
、
『
周
礼
』
と
『
文
選
』
と
に
つ
い
て
は
、

⑲
凡
陛
一
講
説
－
者
。
祀
記
。
左
伸
各
限
二
七
百
七
十
日
－
。
矧
矧
。
俵
酌
。
毛

詩
。
律
各
四
百
八
十
日
。
周
易
三
百
一
十
日
。
尚
書
。
論
語
。
令
各
二
百

日
。
孝
経
六
十
日
。
三
史
。
文
選
各
准
二
大
紐
㍉
公
羊
穀
梁
。
孫
子
。
五

曹
。
九
章
。
六
章
。
綴
術
各
准
こ
中
経
一
。
三
関
。
重
差
。
周
牌
共
准
こ
中

経
一
。
海
嶋
。
九
司
亦
共
准
l
示
経
】
。
（
『
廷
書
式
』
巻
二
十
、
大
学
寮
、

講
書
）

（15）

の
如
く
、
大
学
寮
に
お
い
て
講
読
さ
る
べ
き
書
籍
と
し
て
『
延
喜
式
』
に
そ
の

名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
『
自
氏
文
集
』
と
『
文
選
』
と
に
つ
い
て
は
、

（16）

能
田
本
『
枕
草
子
』
第
百
九
十
三
段
に
、

⑳
文
は
却
矧
剣
劇
は
か
せ
の
巾
文
（
能
四
本
『
枕
草
子
』
第
百
九
十
三
段
）

と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、
「
受
病
」
と
い
う
字
面
が
『
周
礼
』

『
文
選
』
　
『
自
氏
文
集
』
と
い
っ
た
文
献
を
通
じ
て
我
が
国
へ
伝
え
ら
れ
た
と

い
う
可
能
性
も
、
十
分
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
受
病
」
と
い
う
字
面
は
、
ま
た
、
日
本
人
が
作
製
し
た
漢
文
を
収
め

（17）

る
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
に
も
次
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
こ
で

は
、
実
際
に
「
ヤ
マ
ヒ
ー
ヲ
ウ
ー
ク
l
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス

タ

シ

ト

l

こ

　

　

　

　

タ

　

　

を

㊥
過
度
則
心
－
施
必
受
其
其
病
（
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
四
、
酢
太

（
、
・
、
セ
ケ
チ
）

政
大
臣
爵
貞
信
公
圃
医
傲
快
臣
第
三
表
、
後
江
相
公
）

を

　

　

　

　

　

に

タ

　

　

を

㊨
而
今
月
三
日
・
忽
受
重
い
ー
病
．
（
同
右
、
巻
第
五
、
請
特
蒙
天
恩
披
他
給

度
者
四
人
状
、
大
江
朝
綱
）

て

　

　

　

　

　

　

て

に

⑳
受
二
大
－
商
l
】
度
レ
従
レ
例
（
同
右
、
巻
第
七
、
返
納
、
江
匡
衡
）

ス

エ

l

こ

ウ

ケ

て

を

　

　

メ

に

ソ

ム

ク

を

⑳
夏
－
季
　
受
レ
病
秋
－
初
　
曹
レ
世
．
（
同
右
、
巻
第
十
四
、
番
亡
息
澄
明

四
十
九
日
願
肢
「
俊
江
相
公
）

シ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

レ

　

　

ヲ

⑮
右
員
外
納
言
受
レ
病
之
時
攣
嵐
餞
】
而
脱
こ
俗
累
一
（
同
右
、
巻
第
十
四
、

在
原
氏
爵
亡
息
員
外
納
言
四
十
九
日
修
訊
前
文
、
後
江
相
公
）
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久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
は
、
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
と
し
て
は
＜
日
本
漢
詩
文
＞

に
屈
す
る
資
料
と
さ
れ
、
こ
の
＜
日
本
漢
詩
文
＞
の
文
体
は
、
一
般
に
は
概
ね
正

（18）

格
漢
文
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
久
遠
寺
蔵
『
本
朝

文
粋
』
に
見
ら
れ
る
「
受
病
」
は
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
な
中
国
漢
文
の
「
受
病
」

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
、
恐
ら
く
間
違
い
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
「
受
病
」
が
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
以
前
に
、
漢
文
訓
読
の
場
に
お
い
て
も
同
様
の
訓
読
が
な
さ
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
〔
一
〕
　
〔
二
〕
で
の
検
討
結
果
を
総
合
す
れ
ば
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」

は
、
漢
文
の
訓
読
に
よ
っ
て
生
じ
た
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
に
属
す
る
表
現
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
和
文
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
首
甘
さ
れ
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
の
「
ヤ
マ
ヒ
ツ
タ
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
漢
文
（
乃

至
漢
文
訓
読
文
）
に
そ
の
用
例
（
字
面
）
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
和
化

漢
文
で
あ
る
古
記
録
に
通
常
見
出
し
難
い
こ
と
、
和
文
で
あ
る
仮
名
文
学
作
晶

に
比
較
的
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
和
文
語
に
属
す
る
表

現
で
あ
る
と
考
え
て
大
過
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

五
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
病
ヲ
受
ク
」
　
「
病
付
ク
」
の

分
布
の
偏
日
ソ
が
意
味
す
る
も
の

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
如
く
な

ろ
う
。l

J
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
病
ヲ
受
タ
」
　
「
病
付
ク
」
は
、
共
に
〝
突

発
的
に
病
気
に
か
か
る
″
と
い
う
普
義
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
、
極
め
て
顆
似
し
た
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
は
、
「
病
ヲ
受
ク
」
は
撰
文
訓
読
調
の
強
い

巻
二
十
以
前
に
集
中
し
て
分
布
し
、
「
病
付
ク
」
は
和
文
調
の
強
い
巻
二

十
二
以
後
に
集
中
し
て
分
布
す
る
と
い
う
、
顕
著
な
値
向
性
が
認
め
ら
れ

る
。

3
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
病
ヲ
受
ク
」
「
病
付
ク
」
は
、
い
ず
れ
も
、

単
純
に
出
典
の
表
現
（
字
句
）
を
踏
製
し
た
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
、
そ
の
使
用
は
『
今
昔
』
撰
者
の
精
極
的
な
表
現
行
為
に
か
か
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
推
定
さ
れ
る
。

4
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
」
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
に
属
す
る
表
現
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
ヤ
マ
ヒ
ッ
ク
」
は
、
い
わ
ゆ
る
和
文
語

に
属
す
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
検
討
結
果
を
総
合
す
れ
ば
、
二
の
表
①
に
見
ら
れ
た
『
今
昔
物
語
集
』

に
お
け
る
「
病
ヲ
受
ク
」
　
「
病
付
ク
」
の
分
布
の
偏
り
は
、
出
典
の
表
現
（
字
句
）

に
影
響
さ
れ
て
そ
れ
を
踏
製
し
た
結
果
で
は
な
く
、
出
典
の
文
体
に
応
じ
て

『
今
昔
』
撰
者
が
そ
の
文
体
に
馴
染
む
表
現
（
同
じ
文
体
範
疇
に
属
す
る
表
現
）

を
選
択
し
た
結
果
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
出
典
が
漢
文
や
変
体
漢
文
の
場
合
に
は
、
そ
の
文
体
に
馴
染
む
表
現
と
し

て
漢
文
訓
読
語
で
あ
る
「
病
ヲ
受
ク
」
が
選
択
さ
れ
、
出
典
が
和
文
の
場
合
に

は
、
そ
の
文
体
に
馴
染
む
表
現
と
し
て
和
文
語
で
あ
る
「
病
付
ク
」
が
選
択
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
出
典
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ず
に
、
敢
え
て
「
病
ヲ
受

ク
」
や
「
病
付
ク
」
に
改
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
出
典
に
存
す
る
表
現

が
、
『
今
昔
』
撰
者
に
と
っ
て
は
〝
理
解
語
″
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
未

だ
〝
使
用
語
〟
と
は
な
り
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な

（19）

い
か
と
憶
測
さ
れ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
出

典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
」
と
は
、
必
ず
し
も
出
典
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
表
現

の
集
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
出
典
の
文
体
に
応

じ
て
表
現
を
使
い
分
け
る
と
い
う
『
今
昔
』
撰
者
の
積
極
的
な
文
体
構
築
の
営

為
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。右

の
解
釈
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
詳
細
な
討
究
に
侠
つ
と
こ
ろ
が
多

い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
い
わ
ゆ
る
「
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
」
が
『
今

昔
』
撰
者
の
文
体
構
築
の
営
為
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
示
唆
し
得
た
か
と
思
う
。

六
、
お
わ
日
ソ
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
巻
別
分
布
に
著
し
い
偏
り

の
見
ら
れ
る
「
病
ヲ
受
ク
」
　
「
病
付
ク
」
と
い
う
〝
発
病
″
を
表
す
顆
義
の
動
詞

句
を
取
り
上
げ
、
そ
の
分
布
の
偏
り
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
べ
く

考
察
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
『
今
昔
』
撰
者
の
文
体
の
性
格
を
考
え
る
上

で
の
新
た
な
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
「
出
典
に
左
右
さ
れ
る
文
体
」
と
の
閑
あ
り

か
ら
『
今
昔
』
撰
者
の
文
体
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
ず
、

『
今
昔
』
撰
者
が
独
自
に
有
し
て
い
る
文
体
の
内
実
が
如
何
様
で
あ
る
か
と
い

（20）

う
点
を
追
求
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
今
回
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
右
の
問
題
に
つ
い
て
も
追

求
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
扱
っ
た
こ
の
動
詞
句
と
い
う
単
位
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

文
体
を
測
る
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

（21）

れ
る
が
、
今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
有
効
性
を
幾
分
な
り
と
も
示
唆
し
得

た
も
の
と
思
う
。
例
え
ば
、
動
詞
句
の
場
合
、
漢
文
訓
読
語
で
あ
る
か
否
か
の

認
定
は
、
出
現
頻
度
（
現
象
面
）
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
動
詞
句
の
元
と

な
っ
た
字
面
が
漢
文
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
（
原
理
面
）
に
よ
っ
て
も
行
な
う

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
語
の
場
合
に
勝
る
利
点
も
あ
る
。

従
来
、
言
語
の
位
相
と
言
え
ば
、
主
と
し
て
語
の
レ
ベ
ル
が
問
題
に
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
回
指
摘
し
た
よ
う
な
句
の
レ
ベ
ル
で
の
位
相
差

が
認
め
ら
れ
る
表
現
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

（22）

「
心
ヲ
至
ス
」
　
（
前
半
一
六
五
例
、
後
半
一
例
）

⑳
其
ノ
後
、
薦
キ
悔
テ
、
衣
鉢
ヲ
弄
テ
、
、
大
般
若
経
ヲ
書
籍
シ
率
丁
、
心
引
或
苛
テ

供
養
ス
。
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
七
、
第
五
）

㊨
時
に
諸
の
芯
鶉
及
諸
の
大
衆
、
成
ク
皆
心
劃
L
l
、
掌
を
合
七
恭
み
敬
一

ひ
、
頂
を
モ
チ
テ
舎
利
を
礼
し
て
未
曾
有
な
り
と
歎
す
。
（
西
大
寺
本
『
金
　
1
4

光
瑠
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
、
巻
十
、
捨
身
品
第
廿
六
）
　
　
　
一

「
命
終
ル
」
　
（
前
半
六
八
例
、
後
半
一
例
）

⑳
聖
人
、
年
来
ヲ
経
ル
。
、
剰
矧
可
時
。
臨
テ
、
身
二
病
元
㌢
法
花
経
ヲ
率
ソ
テ
死

㌍
（
『
今
昔
物
語
集
』

巻
第
十
三
、
第
六
）

ヤ
プ
　
ヲ
（
は
）

⑳
身
懐
レ
命
終
（
り
）
て
は
、
諸
の
悪
趣
（
に
）
ま
で
堕
（
ち
）
し
め
ム
。

（
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
地
蔵
十
輪
経
』
元
慶
七
年
点
、
芋
業
遺
品
第
六
之

二
、
9
5
）

（24）

「
涙
ヲ
流
ス
」
　
（
前
半
二
ハ
二
例
、
後
半
七
例
）

⑳
目
達
、
羅
暇
羅
ヲ
将
去
ル
時
こ
、
耶
輸
輝
羅
、
羅
暇
羅
ガ
手
ヲ
取
テ
渕
列
湘
丸

事
、
雨
ノ
如
シ
。
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
、
第
十
七
）

㊧
其
の
臣
王
の
所
に
詣
（
り
）
て
、
園
封
蝋
u
て
王
に
自
（
し
）
て
言
（
は
）

ク
　
「
二
の
子
は
今
現
に
存
（
す
）
レ
ど
も
、
否
の
火
に
逼
（
め
）
所
（
る
）



ル
こ
と
を
被
レ
リ
。
（
略
）
」
　
（
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初

期
点
、
巻
十
、
捨
身
晶
第
廿
六
）

「
願
J
発
ス
」
　
（
前
半
六
二
例
、
後
半
○
例
）

㊥
軍
書
梓
、
草
ヲ
菩
薩
：
授
ケ
奉
テ
厩
ヲ
翠
㌘
石
ク
、
「
菩
薩
、
遺
ヲ
成
給
ハ
ム

時
先
ヅ
我
ヲ
度
シ
給
へ
」
ト
。
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一

第
六
）

ミ

モ

ト

　

　

　

　

オ

コ

⑳
曾
（
テ
）
　
〔
於
〕
布
礫
迦
山
ノ
覿
自
在
菩
薩
像
ノ
所
ニ
シ
テ
顧
ヲ
登
（
シ
）

（反）

テ
王
ト
昏
（
ラ
ム
ト
セ
シ
ト
キ
）
、
（
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』

（
反
）

永
久
四
年
点
、
巻
第
三
、
m
）

（2）

田
安
治
　
「
『
如
シ
』
と
『
様
ナ
リ
』
と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集
の
文
章
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
1
8
巻
1
0
号
、
昭
1
6
・
1
0
）
○
峰
岸
明
「
今
昔
物
語

集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
ー
『
問
』
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て

ー
」
　
『
国
語
学
』
第
3
6
集
、
昭
3
4
・
3
）
○
桜
井
光
昭
『
今
昔
物
語
集
の

語
法
の
研
究
』
　
（
昭
4
1
、
明
治
書
院
）
○
松
尾
拾
『
今
昔
物
語
集
の
文
体

の
研
究
』
　
（
昭
彗
明
治
書
院
）
○
佐
藤
武
義
『
今
昔
物
語
集
の
語
彙
と

語
法
』
　
（
昭
5
9
、
明
治
書
院
）
等
。

「
力
不
及
ズ
」
　
（
前
半
三
四
例
、
後
半
六
例
）

㊥
而
ル
間
、
此
ノ
女
子
、
一
月
除
、
更
。
不
飲
食
㌢
迷
。
死
ヌ
。

（
T
 
T
）

父
母
悲
ミ
難

ク
ト
云
笥
ガ
利
魂
誉
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
九
、
第
廿
一
）

㊧
一
切
（
の
）
野
間
（
と
）
　
及
（
ひ
）
辟
支
併
（
と
）
は
　
此
の
経
の
中

（
に
）
於
（
て
）
　
力
及
（
は
）
不
（
る
）
所
な
り
。

（
龍
光
院
蔵
『
炒

法
蓮
華
経
』
平
安
後
期
点
、
巻
第
二
、
哲
喩
晶
第
三
、
⑲
1
6
）

な
ど
、
漢
文
の
訓
読
に
由
来
す
る
と
推
定
さ
れ
る
動
詞
句
を
少
な
か
ら
ず
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
語
の
レ
ベ
ル
か
ら

の
み
な
ら
ず
、
句
の
レ
ベ
ル
か
ら
も
文
体
を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

く
る
も
の
と
期
待
さ
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
動
詞

句
と
い
う
単
位
を
利
用
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
分
析
を
実
践
し
て
み
た

次
第
で
あ
る
。

注

（
l
）
　
○
池
田
（
現
大
坪
）
併
治
「
禁
止
表
現
法
史
」
（
『
国
語
国
文
』
第
6
巻

1
0
号
、
昭
1
1
・
1
0
）
○
山
田
巌
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
和
漢
両
文
脈
の

混
在
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
1
8
巻
1
0
号
、
昭
1
6
・
1
0
）
○
掘

○
山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
1
『
由
（
ヨ
シ
）
』

の
用
法
を
通
し
て
ー
」
（
『
国
語
学
』
第
6
7
集
、
昭
4
1
・
ほ
）
○
遠
藤
好
英

「
今
昔
物
語
集
の
文
章
の
性
格
と
史
的
位
把
－
会
話
の
引
用
の
～
様
形
式

の
考
察
を
中
心
に
－
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
4
0
租
、
昭
4
4
・
6
）

○
橋
本
（
現
山
口
）
仲
美
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
に
関
す
る
一
考
察
－

コ

ト

カ

ギ

リ

ナ

『
事
元
限
シ
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
（
『
国
語
学
』
第
7
9
集
、
昭
4
4
・
g
 
O

船
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
三
つ
の
文
章
要
素
－
『
其
レ
ニ
』
を
め
ぐ
っ

て
ー
」
（
『
国
語
国
文
』
第
5
5
巻
3
号
、
昭
6
1
・
3
）
等
。

注
（
2
）
の
橋
本
（
現
山
口
）
仲
美
文
献
に
始
ま
る
。

本
稿
で
言
う
と
こ
ろ
の
〝
発
病
″
を
直
接
的
に
表
現
し
て
い
る
と
見
ら

れ
る
も
の
は
、
他
に
、
「
病
一
歳
ル
」
（
前
半
三
例
・
後
半
二
例
）
・
「
病
発

ル
」
（
前
半
○
例
・
後
半
二
例
、
上
記
の
用
例
数
は
〝
世
間
に
病
気
が
発

生
す
る
〟
意
を
表
す
も
の
を
除
い
た
数
で
あ
る
）
・
「
病
ヲ
得
」
　
（
前
半
一

例
・
後
半
○
例
）
が
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
用
例
数
が
極
め

て
少
な
く
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
体
の
性
格
を
考
え
る
上
で
必
ず
し
も

有
効
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
対
象
外
と
す
る
。

な
お
、
「
病
発
ル
」
　
に
つ
い
て
は
、
次
掲
の
用
例
等
に
よ
り
、
〝
持
病

が
再
発
す
る
〟
の
如
き
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
〝
突
発
的
に

15



．
病
気
に
か
か
る
″
と
い
う
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
病
ヲ
受
タ
」

と
は
、
そ
の
意
味
内
容
を
興
に
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

⑳
而
ル
問
、
其
ノ
母
畢
戒
引
・
牽
ヱ
H
来
煩
中
ど
一
人
ノ
子
皆
副
テ
、
西
ノ
京
ノ

家
二
有
テ
繚
霊
母
少
シ
病
滅
気
有
中
り
弟
ノ
僧
、
三
条
京
極
ノ
導
、
師
ノ

有
ケ
ル
所
へ
ト
テ
行
㍑
（
改
行
）
而
ル
問
、
其
ノ
母
ノ
矧
尚
矧
丁
可
死
ク
思

昔
レ
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
七
、
第
升
三
）

（
5
）
　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
山
本
真
吾
「
漢
字
の
用
法
か
ら
観
た
平
安
時

代
の
表
白
文
の
文
体
」
（
『
国
文
学
致
』
第
日
号
、
昭
6
3
・
6
）
に
説
か
れ

る
と
こ
ろ
の
「
平
安
時
代
語
の
文
体
論
」
に
従
っ
て
い
る
。

（
6
）
　
峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
に
つ
い
て
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』

第
3
巻
1
1
号
、
昭
3
3
・
n
）
に
よ
る
。

（
7
）
　
○
高
橋
貢
「
古
本
説
話
集
と
関
係
説
話
集
に
つ
い
て
ー
世
継
物
語
、
宇

治
拾
遺
物
語
、
今
昔
物
語
を
中
心
と
し
て
－
」
　
（
『
平
安
朝
文
学
研
究
』

第
3
号
、
昭
3
3
・
1
0
）
○
野
口
博
久
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
成
立
に
つ
い
て

－
散
侠
宇
治
大
納
言
物
語
の
今
昔
物
語
集
と
の
関
係
－
」
　
（
『
言
語
と
文

サ
己
第
2
6
号
、
昭
3
8
・
1
）
等
。

（
8
）
　
「
請
」
字
が
「
ウ
ク
」
と
い
う
動
詞
を
表
記
し
得
る
漢
字
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
次
掲
の
古
辞
書
の
記
述
等
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（反）

㊨
請
欝
昌
ム
ゥ
震
㌶
ナ
ル
堅
釆
吾
（
観
智
院
本
『
類
票
義

抄
』
法
上
、
五
九
ノ
三
）

⑳
受
糟
晶
稟
（
邸
字
略
）
諾
竃
也
（
黒
川
本
『
色
菓
字
類
詮
中
・

ウ
ク

五
一
ウ
ニ
・
辞
字
）

（
9
）
　
最
近
、
藤
井
俊
博
「
今
昔
物
語
集
の
翻
訳
語
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
語
彙

史
の
研
究
』
十
一
、
平
成
2
、
和
泉
召
院
）
に
お
い
て
、
「
今
昔
物
語
集

の
独
自
語
彙
が
『
法
華
験
記
』
の
語
彙
と
多
く
対
応
す
る
」
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
、
『
今
昔
』
撰
者
自
身
の
表
現
と
見
ら
れ

る
「
病
ヲ
受
ク
」
が
比
較
的
多
く
『
法
華
験
記
』
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事

実
と
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
　
「
病
ヲ
受
ク
」

の
事
例
は
、
『
法
華
験
記
』
に
よ
る
影
響
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
か

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
ま
た
別
の
解
釈
と
し
て
は
、
『
今
昔
』
挟
者
の

文
体
と
『
法
華
験
記
』
の
文
体
と
が
そ
の
基
盤
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
基

づ
く
結
果
と
考
え
る
余
地
も
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

○
上
坂
信
男
『
枇
船
竹
取
翁
物
語
語
彙
索
引
（
本
文
編
）
』
（
昭
輿
笠
間

書
院
）
○
小
久
保
崇
明
・
山
田
坐
徹
『
土
左
日
記
本
文
及
び
語
彙
索
引
』

（
昭
嶺
、
笠
間
書
院
）
○
曽
田
文
雄
『
「
平
中
物
語
」
研
究
と
索
引
』
（
昭

6
0
、
渓
水
社
）
○
小
久
保
崇
明
『
多
武
峯
少
将
物
語
本
文
及
び
総
索
引
』

（
昭
彗
笠
間
書
院
）
○
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
『
抽
紺
か
げ
ろ
ふ
日

記
総
索
引
（
本
文
篇
）
』
（
昭
璧
風
間
書
房
）
○
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕

冊
子
』
　
（
昭
2
8
～
聖
古
典
文
庫
）
○
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
（
校

異
茄
）
』
（
昭
2
8
～
竺
中
央
公
論
社
）
○
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣

吾
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
（
本
文
篇
）
』
（
昭
輿
武
蔵
野
書
院
）
○
岩

波
文
庫
間
『
紫
式
部
日
記
』
（
昭
5
、
岩
波
書
店
）
○
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄

・
前
田
欣
吾
『
更
級
日
記
総
索
引
（
本
文
斎
）
』
（
昭
3
1
、
武
蔵
野
書
院
）

○
小
久
保
崇
明
『
望
物
語
校
本
及
び
総
索
引
』
（
昭
4
5
、
笠
間
書
院
）
○
今

小
路
覚
瑞
・
三
谷
幸
子
『
校
本
讃
岐
典
侍
日
記
』
　
（
昭
彗
初
音
書
房
）

○
秋
葉
安
太
郎
『
大
銃
の
研
究
（
本
文
篇
）
』
（
昭
鈍
、
桜
抱
社
出
版
）
○

鈴
木
弘
道
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
研
究
（
校
注
編
）
』
（
昭
彗
笠
間
書

院
）
○
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
（
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
宇
洋
保
物
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語
・
落
窪
物
語
・
夜
の
捉
覚
・
浜
松
中
納
言
物
語
・
狭
衣
物
語
・
栄
花
物

語
・
堤
中
納
言
物
語
）
。

（
n
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

○
大
日
本
古
記
録
（
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
御
堂
関
自
記
・
後
二

条
師
通
記
・
殿
暦
）
○
増
補
史
料
大
成
（
権
記
・
帥
記
・
左
経
記
・
水
左

記
・
永
昌
記
・
春
記
・
長
秋
記
・
中
右
記
）
。

（
1
2
）
　
○
春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』

（
昭
4
4
、
勉
誠
社
）
○
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
篇
）
』

（
昭
2
9
、
勉
誠
社
）
○
中
田
祝
夫
『
正
倉
院
本
地
蔵
十
輪
経
巻
五
・
七
元
慶

占
琶
（
昭
5
5
、
勉
誠
社
）
○
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
（
影

印
資
料
篇
）
』
（
昭
6
2
、
汲
古
書
院
）
○
小
林
芳
規
「
西
大
寺
本
不
空
箱
索

神
呪
心
経
冤
徳
点
の
研
究
－
釈
文
と
索
引
－
」
（
『
国
語
学
』
第
3
3
集
、
昭

3
3
・
6
）
○
大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
（
昭
4
3
、
風
間
書
房
）
○
兜

木
正
字
・
中
田
祝
夫
『
無
量
義
経
古
占
鑑
　
（
昭
5
4
、
勉
誠
社
）
○
高
山
寺

資
料
叢
書
冒
回
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三
』
　
（
昭
6
1
、
東
京
大
学
出
版
会
）

○
山
崎
誠
「
文
選
巻
二
諸
鐙
謎
翻
彫
印
・
翻
刻
並
に
解
説
」
（
『
鎌
倉
時

代
語
研
究
』
第
七
軽
、
昭
5
9
・
5
）
○
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
藩
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
茄
）
』
（
昭
4
0
、
東
京
大
学
出
版

会
）
○
尊
経
閣
叢
刊
『
冥
報
記
』
　
（
昭
1
2
、
前
田
育
徳
財
団
）
太
田
次
男

・
小
林
芳
規
『
神
田
本
臼
氏
文
集
の
研
究
』
　
（
昭
5
7
、
勉
誠
社
）
○
『
訓

点
語
と
訓
点
資
料
』
所
収
本
（
小
川
本
院
経
四
分
律
・
知
恩
院
蔵
大
店
三

蔵
玄
共
法
師
表
啓
・
正
倉
院
聖
語
蔵
弁
中
辺
論
・
石
山
寺
蔵
併
説
太
子
須

陀
撃
経
・
西
大
寺
蔵
護
摩
蜜
記
・
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌
）
。

（
1
3
）
　
本
文
は
、
以
下
の
も
の
を
用
い
た
。

○
重
菓
宋
本
『
十
三
経
注
疏
』
　
（
芸
文
印
書
館
印
行
）
　
＊
た
だ
し
、
用
例

の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
注
疏
部
分
は
除
い
た
。
○
『
文
選
（
附
考
異
）
』
（
芸

文
印
書
館
、
中
華
民
国
五
十
六
年
十
月
）
○
平
岡
武
夫
・
今
井
清
福
『
自

氏
文
集
歌
詩
索
引
』
　
（
平
成
元
・
1
0
）
。

（
1
4
）
　
本
文
は
、
長
澤
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
編
『
日
本
書
目
‖
大
成
』
第
1
巻
所

収
影
印
本
に
よ
る
。

（
禁
　
本
文
は
、
諾
国
史
大
系
本
に
よ
る
。

（
1
6
）
　
本
文
は
、
田
中
重
太
郎
『
校
木
枕
冊
子
』
　
（
昭
2
8
～
4
9
、
古
典
文
相
）

に
よ
る
。

（
1
7
）
　
本
文
は
、
身
延
山
久
遠
寺
発
行
・
汲
古
書
院
製
作
の
影
印
本
に
よ
る
。

た
だ
し
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

（
1
8
）
　
○
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
昭
一
彗

東
京
大
学
出
版
会
）
第
二
軍
第
二
節
「
平
安
時
代
の
言
語
体
系
」
○
峰
岸

明
『
平
安
時
代
古
記
銀
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
6
1
、
東
京
大
学
出
版
会
）

序
章
第
二
節
1
「
日
本
漢
文
に
つ
い
て
」
。

（
1
9
）
　
今
回
の
調
査
で
漢
文
（
訓
読
文
）
に
見
出
さ
れ
た
〝
発
病
〟
を
表
す
動

詞
句
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ
ク
　
（
受
病
）
」
「
ヤ
て
ヒ
ニ
ア
フ
　
（
遭
病
）
」
「
ヤ
マ
ヒ

ヲ
ウ
（
待
病
）
」
「
ヤ
マ
ヒ
ニ
カ
カ
ル
　
（
嬰
病
）
」
の
う
ち
、
「
ヤ
マ
ヒ
ヲ
ウ

ク
　
（
受
病
）
」
に
つ
い
て
は
、
表
⑤
に
見
る
如
く
、
和
化
漢
文
に
も
少
な

か
ら
ず
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
ほ
、
今
回
の
調
査
で
は
、
和
化
漢
文
に
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
漢
文
訓
読
文
が
＜
文
章
理
解
の
場
＞
で
あ
り
、
和
化
洪
文
が

＜
文
章
表
現
の
場
＞
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
右
の
出
現
状
況
の
差
異

は
、
同
じ
漢
文
の
訓
読
に
由
来
す
る
動
詞
句
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
日
本

人
に
と
っ
て
、
既
に
〝
使
用
語
″
で
あ
っ
た
も
の
と
、
末
だ
〝
使
用
語
″

と
は
な
り
得
ず
〝
理
解
語
″
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の
と
の
二
種
類
が
存
し
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て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

（
2
0
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
今
回
の
考
察
結
果
か
ら
た
だ
一
つ
知
ら
れ
る
こ
と

は
、
『
今
昔
』
授
者
の
文
体
に
は
、
少
な
く
と
も
漢
文
訓
読
文
体
の
要
素
と

和
文
体
の
要
素
と
の
両
方
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
今
昔
』
挟
者
の
文
体
の
内
実
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
示
唆
的
な
事
実

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
2
1
）
　
動
詞
句
に
お
け
る
名
詞
と
動
詞
の
結
び
付
き
方
と
文
責
ジ
ャ
ソ
ル
や
文

体
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
先
学
と
し
て
は
、
次
な
ど
が
あ
る
。
○
佐

藤
武
義
「
万
葉
語
『
霜
降
』
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
国
語
学
研
究
』
1
9
、

昭
5
4
・
1
2
）
○
小
林
澄
子
「
古
代
に
お
け
る
『
涙
』
を
め
ぐ
る
動
詞
に
つ

い
て
」
（
『
文
芸
研
究
（
日
本
文
芸
研
）
』
第
1
0
6
集
、
昭
6
0
・
5
）
。
．

（
2
2
）
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
昭
3
8
、
東

京
大
学
出
版
会
）
九
三
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
2
3
）
　
小
久
保
崇
明
「
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
語
法
『
只
今
、
命
終
＝
㌢
』
考
－

ヲ
ハ

『
命
終
ル
』
　
の
発
生
と
、
そ
の
位
相
に
つ
い
て
」
（
『
日
大
文
理
学
部
（
三

島
）
研
究
年
報
』
第
2
8
集
、
昭
5
5
）
。

（
2
4
）
　
注
（
2
1
）
の
小
林
澄
子
文
献
。

〔
付
記
〕本

稿
は
、
平
成
三
年
第
六
十
五
回
訓
点
語
学
会
（
十
月
十
八
日
・
金
沢
市

文
化
ホ
ー
ル
）
　
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表

の
席
上
、
田
中
牧
郎
・
船
城
俊
太
郎
・
遠
藤
好
英
の
各
先
生
方
よ
り
、
発
表

後
、
山
口
佳
紀
先
生
よ
り
、
貴
重
な
御
意
見
・
御
教
示
を
賜
っ
た
。
各
先
生

方
に
深
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
教
示
を
十
分
生
か
せ
な
か
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
成
稿
に
際
し
て
は
、
小
林
芳

規
先
生
よ
り
懇
切
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
中
）
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